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歴史民俗博物館
公開講座

江戸時代後期、現在の吉田町出身
の眼科医・土生玄碩は、江戸に出て
将軍を診療する奥医師、さらに最
高位法眼にまで昇りつめました。本
講座では、開瞳術の考案やシーボ
ルト事件への関与など、波乱万丈
の生涯をたどります。

講師日本眼科学会会員
眼科専門医　児玉 良雄さん
演題

実証眼科の祖  土生玄碩の生涯
時 9月6日（日）　13：30～
所歴史民俗博物館　多目的室
料 500円　※博物館入館料込み
定員 60人　※先着順
申 問歴史民俗博物館
　　☎・お太助フォン 42-0070

屋外広告物を
点検してください

市内にはさまざまな屋外広告物が
設置されています。近年、老朽化し
た屋外広告物の落下などの事故が
全国的に多発しています。屋外広告
物を設置している方は、落下などの
事故を防ぐため定期的に点検し、
安全を確保してください。
■支柱の根元が腐食した状態

■取付部プレートが腐食した状態

※国土交通省「屋外広告物の安全
点検に関する指針」から引用

問管理課　建設管理係
　☎・お太助フォン 47-1201
　 47-1206

三次市職業訓練センター　
9月開講講座受講生募集

▪OJT担当者養成研修
▪中間管理職研修
▪Jw-cad講座
▪Canva講座 デザイン作成
▪Canva講座 動画編集
詳細は下記ホームページを確認し
てください。

ホームページ
「三次市職業訓練センター」

申 問三次市職業訓練センター
　 　☎・ 0824-62-8500

歴史民俗博物館
副館長

秋本 哲治 船木・房後の城
(高宮町船木・房後)

シリーズお城拝見 第101回
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城跡推定地F遠望（船木田中原、北側から撮影）

船木地区城跡位置図(地理院地図Vectorに加筆)

城跡推定地E遠望(船木島之尾、東側から撮影)

房後周辺図(地理院地図Vectorに加筆)
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　（神社跡？）　（神社跡？）
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明泉寺明泉寺

G

E

F

広告

※広告内容に関する責任は、広告主に帰属します。

■ 一般幹部候補生
 22歳以上26歳未満の方で大学卒業程度の学力を有する方
■ 幹部候補曹
 20歳以上33歳未満の方
■ 一般曹候補生・2等陸海空士（任期制）
 18歳以上33歳未満（高校生は3年生の7月1日以降受付開始）
■ 航空学生（海空パイロットを目指します）
 18歳以上24歳未満（2027年4月1日時点）

自衛官募集
お問い合わせ　

［ 電   話 ］☎080-5757-3363（広報官：川上）
［ 住   所 ］広島市安佐北区可部3丁目37-40

［ メール ］kabesho-.4@ezweb.ne.jp

募
集
種
目

現在募集中の採用情報は
広島地本ホームページをご確認ください。▶

体験搭乗や艦艇見学、
進路相談など、

お気軽にご連絡ください！

社会貢献したい方・成長できる職場を求めている方におすすめ！
デスクワークなど女性も活躍中！

自衛隊広島地方協力本部
可部募集案内所

25242026.9 あきたかた 2026.9 あきたかた




